
大正大学・心理社会学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６３５

基盤研究(B)（一般）

2021～2017

幼児の生活リズム・食・親子関係を基盤とした総合的な健康教育プログラムの開発

Development of a comprehensive health education program for preschoolers and 
their families focusing on rhythm of daily life, eating behavior and 
parent-child relationships

４０２７７７８６研究者番号：

長谷川　智子（HASEGAWA, Tomoko）

研究期間：

１７Ｈ０１９５２

年 月 日現在  ４   ６ ２７

円    13,900,000

研究成果の概要（和文）：本研究では，幼児と家族を対象とした子どもの生活リズム・食・親子関係を基盤とし
た総合的な健康教育プログラムを開発し，その有効性を検証した．健康教育プログラム作成のために3～5歳児の
母親を対象とした3種類の調査を実施した．その結果から健康的な生活を営むための健康教育教材とプログラム
を作成した．教材は22項目の生活習慣に関するカードゲームである．プログラムは，子どもと家族がコミュニケ
ーションしながらカードゲームをすることによって健康に関する知識を習得し，改善可能な項目に取り組むため
のものである．5歳児の子どもと母親を対象とした 4週間の介入を通して，本教材とプログラムの有効性を確認
することができた．

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop and verify the effectiveness of a comprehensive 
health education program for preschoolers and their families, focusing on rhythm of daily life, 
eating behavior and parent-child relationships. Three surveys of mothers of 3- to 5- year-old 
children were conducted to develop the health education program. Based on the results of these 
surveys, we developed the education materials and a program to promote healthy lifestyle habits. The
 materials were in the form of card games on 22 healthy habits which were used in the program to 
compare good and bad lifestyle habits.  Through playing the card games, the children and their 
families discussed their lifestyles in an enjoyable environment, which encouraged them to improve 
their lifestyle habits.  A four-week intervention program was conducted with five-year-old children 
and their mothers, and we were able to confirm the effectiveness of these health education materials
 and program.

研究分野：発達心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究成果の学術的意義は，従来の研究では子どもの心身の健康のために重要な生活リズム・食・親子関係は
単独に研究されることがほとんどであったのに対して，本研究では幼児の生活リズムの問題と食，親子関係の問
題との関係を明らかにした上で，それらを総合的な視点から改善するための健康教育プログラムの有効性を確認
できたことである．社会的意義は，多様な生活環境におかれた幼児と家族が各家庭の状況に応じた改善を可能に
したことである．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

現代社会において子どものいる家庭は共働き世帯や単親世帯の増加など多様化している．そ

のような中，子どもを含めた家族の生活をマネジメントする親は時間的・精神的ゆとりに乏しく，

食を外部化するなどしてアクセス可能な外部の資源を利用して日常生活を営んでいる．一方，乳

幼児における生活の夜型傾向が減少していない．このような状況下において，専門家は幼い子ど

もの生活の夜型化が健康に良くないことを親は知識として所持していても様々な家庭の状況の

中で実践できていないことを認識する必要がある．本研究では，子どもが健康に成長していくた

めに必要な生活リズム・食・親子関係について，多様な家庭環境の家族が取り組むことができる

総合的な健康教育教材を開発していくこととする． 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は，4,5歳児と母親を対象とした，子どもの生活リズム・食・親子関係を基盤と

した総合的な健康教育プログラムを新たに開発し，その有効性を検証することである．そのため

に，次の 3点を検討する（本報告書では，主要な調査についてのみ記述する）． 

(1)幼児の生活リズム・食・親子関係の現状をとらえるために，幼児の生活リズムの特徴による母

親の育児・食・社会的属性の違いを質問紙調査により検討する． 

(2)幼児の食事の状況と生活リズムの特徴と関連について，連続した 5日間の調査から検討する． 

(3) (1), (2)の結果と幼児をもつ母親の健康教育へのニーズを踏まえて，健康教育教材を作成し，

有効性を検討する． 

 
３． 研究方法 

(1) 幼児の生活リズムの特徴による親の育児・食・社会的属性の違いに関する調査 

手続き：WEB 会社に登録されている子どもをもつ核家族の 25～44 歳の女性サンプルからラン

ダムに抽出された者を対象にWEB調査への参加依頼を Eメールにて配信した．スクリーニング

調査において，子育ての中心のものが 25～44 歳の核家族の母親であること，子どもの人数が 1

～3人であり，3～5歳児が最低１人いること等 10項目を通過した者が本調査に回答した．本調

査は，3～5歳児各年齢群における保育園（子ども園の保育園相当も含む）群・幼稚園他群（こど

も園幼稚園相当も含む）の計 6群において最少人数の群が 300人に達した時点で終了した．調査

期間は 2018年 12月 11～24日であった． 

調査対象者：すべての質問に回答した 1,925人のうち回答に不備がない 1,899人を分析対象とし

た（有効回答率 98.65%）．子どもの性別は男児 995人(52.4%)，女児 904人(47.6%)，平均月齢は

61.41カ月(SD = 10.35)，通園施設は，保育園 773人(40.71%)，幼稚園 802人(42.23%)，こども園

保育園相当 141人（6.90%）・幼稚園相当 131人(7.42%)，その他 1人(0.05%)，自宅 51人(2.69%)

であった．母親の平均年齢は 35.75歳(SD= 4.32)，子どもの人数は 1.95人(SD = 0.66)，就労状況

は専業主婦 915人(48.18%)，パートタイム 579人(30.49%)，フルタイム 374人(19.69%)，その他

31人(1.63%)であった． 

質問項目：質問項目は，母子の生活時刻，子どもの行動，母親の行動，社会的属性等に関する大

問 41項目から構成された．主な項目： 1)母親の尺度：育児では育児満足(4項目)，育児不安(5項

目)，パーソナリティ特性では衝動性(7項目：長谷川ら，2018)，日本語版 S-UPPS-P 衝動性尺度

（Lynam et al., 2006; 長谷川ら，2018）の忍耐の欠如（4項目）・熟慮の欠如（4項目），夜型生活

促進（6項目），スマホ育児（6 項目），調理(8項目)，健康重視の食態度（8項目），食生活リテ



ラシー（5項目：高泉ら，2012），2)家族の社会的属性：子どもの月齢，父母の年齢，父母の教育

年数，世帯年収，評定は 4件法 7件法，3)母親の BMIであった． 

(2)幼児の食と生活リズムの現状 

調査参加者：2018年 12月に実施した幼児の食と睡眠の 1次調査に参加した母親と 3～5歳児 121

組であった．子どもの生活時刻 4群の人数は早寝規則群 28人，標準規則群 29人，標準不規則群

31人，夜更かし不規則群 33人であった． 

手続き： 1 次調査に参加した 1,925 人のうち 2 次調査の参加希望者 477 人の中から 145 人に調

査協力を依頼した結果，2次調査完了者は 121人となった．休日を最終日とした連続した 5日間

の子どもの生活時刻と食事に関する 2 次調査での食事記録は食事写真と食事状況に関する記録

（食事ごとに食事のメニュー，料理の作り手，摂取時刻，食事の位置づけ（朝食・昼食・夕食・

朝昼兼用食など），摂取場所，共食者の有無，自由記述）であり，これらを毎食WEBアンケート

フォームを通して送信してもらった．調査期間は 2019年 3月～6月であった． 

分析項目：朝食・夕食における摂取時刻，共食状況（ひとり・親を含まずきょうだいのみ・少

なくとも片親を含む家族の一部・家族全員），摂取場所（自宅・飲食店・祖父母宅・車中・その

他に分類後，朝食は自宅・車中・その他，夕食は自宅・飲食店・その他に分類）であった． 

(3)健康教育教材の作成と有効性の検討 

3-1 健康教材作成のためのグループインタビュー調査： 

参加者：2次調査に参加した首都圏在住の早寝規則群 4人，標準規則群 3人，夜更かし不規則群

5人の母親であった． 

手続き：各群を 1グループとし，子どもの生活時刻についての配慮事項，食事づくりの工夫や配

慮事項，生活での優先事項，健康教育教材に希望することなどを尋ねた．  

3-2健康教育教材の有効性の検討： 

1)事前調査 

手続き：WEB会社に登録された，子どもをもつ核家族の 25～49歳の女性サンプルからランダム

に抽出された者を対象にWEB調査への参加依頼を Eメールにて配信した．スクリーニング調査

において「25～49歳の核家族の母親」，「子どもの人数が 1～3人」，「5歳児が最低 1人いる」等

8項目を通過した者が事前調査に回答した．事前調査の最後に，幼児の生活改善を希望する母親

を対象とした介入調査への参加希望の有無を尋ねた．調査期間は 2022年 2月であった．分析に

は SAS9.4を使用した． 

調査対象者：事前調査：すべての質問に回答した 893人のうち回答に不備がない 853人を分析対

象とした（有効回答率 95.52%）．子どもの性別による人数は男児 422 人(49.47%)，女児 431 人

(50.53%)，平均月齢は 76.23カ月(SD = 10.35)，通園施設は，保育園 319人(37.40%)，幼稚園 365

人(42.79%)，こども園保育園相当 97人（11.37%）・幼稚園相当 72人(8.44%)であった．母親の平

均年齢は 37.85歳(SD = 4.80)であった． 

質問項目：子どもの生活時刻，食，親子関係，社会的属性等に関する大問 21項目から構成され

た．主要項目は，1)日常生活の現状：①生活時刻：平日・休日の子どもの生活時刻と規則性（起

床・就寝・朝食・昼食・夕食・入浴・就寝），②食事の状況：食事摂取，間食，食事づくりの手

伝い（16問），③衛生（3問），④親子関係（5問）⑤習い事と遊び（13問）， 2）知識・考え：

①睡眠の知識（5問の正答得点 0～5点），②食事バランス知識（６問の正答得点 0～6点），③食・

親子関係・衛生への考え（統制と受容の混合 8問，放任 6 問），3)子どもの健康についてのヘル

スリテラシー（9問），4)家族の社会的属性：父母の年齢，母の教育年数，世帯年収であった．評

定は 4～7件法であった． 



2)介入調査 

手続き：2つの介入群と対照群を設定した．介入群 1は本研究で作成した「けんこうニコニコカ

ード」の教材一式（以下，ニコニコ教材；図，表 2）を 4週間使用して，幼児の生活について改

善を取り組む群，介入群 2はニコニコ教材の 1つである「健康ニコニコカードサポートブック」

の中の生活リズム・食・親子関係に関する 22の項目についての科学的知見を記した「健康情報

ガイドブック」のみを提供し，4週間，任意で改善改善に取り組む群，対照群は 4週間生活改善

特に何も要請されない群であった．介入群 1 は 1 週間ごと 4 回，ニコニコ教材の使用状況と生

活改善の取り組み状況等を回答した上で，最後に教材の評価と 4 週間全体の取り組み状況を回

答した．介入群 2 は 4 週間終了時に，ガイドブックについての評価と 4 週間全体の生活改善に

ついての取り組み状況を回答した．調査期間は，2022年 2月下旬からの 4週間であった． 

介入群の対象者：介入群 1は 60組の母子，介入群 2は 30組の母子であった．4週間の介入期間

の完遂者は介入群 1は 54組，介入群 2は 27組であった． 

3）事後評価 1回目 

調査対象者：介入群 1の母親 54人，介入群 2の母親 27人，対照群の母親 112人であった． 

手続き：事前調査と同一のWEB会社から事後調査 1回目の回答依頼をメールにて送信した．対

照群 1については，事前調査の最後に介入調査希望のある者からランダムに抽出した． 

質問項目：事前調査において使用した項目 1)日常生活の現状，2）知識・考えであった．対照群

のみ調査の最後に事前調査から事後調査までの期間に生活改善への取り組みについて尋ねた．

調査期間は 2022年 3月末であった．  
 
４． 研究成果 

(1)幼児の生活リズムの特徴による親の育児・食・社会的属性の違いに関する調査 

  まず，子どもの生活時刻のうち，平日・休日の食事と生活時刻とその規則性を変数として，

クラスタ分析（Ward 法）によって幼児を早寝規則群，標準規則群，標準不規則群，夜更かし

不規則の 4群に分類した．次に母親の育児・食に関する 11尺度と家族の社会的属性の要因（子

ども・父母の年齢，父母の教育年数，世帯年収），母親の BMIについて，4クラスタによる一元

配置分散分析（多重比較 Bonferroni）を行った．また 4クラスタと子どもの通園施設（保育園・

幼稚園），母親の就労状況（専業主婦・パートタイム・フルタイム）の独立性の検討のため χ2検

定を行った．その結果，母親の育児・食に関する尺度では，夜更かし不規則群は，他群よりも育

児ストレスが高く，スマートフォンやデジタル機器に依存し，子どもの夜型生活を促進する育児

であること，衝動性が高いこと，栄養バランスが悪く中食・外食が多いことが示された．家族の

社会的属性では，夜更かし不規則群は，父母の教育年数が他の 3群よりも短く，世帯年収が標準

規則群より低かった．また，子どもの通園の種類，母親の就労状況いずれも有意となったため

χ2=55.30, 25.62, いずれも p <.001)，残差分析の結果，子どもの通園は早寝規則群は幼稚園児が多

く，保育園児が少ない一方で夜更かし不規則群はその反対であること，母親の就労状況は早寝規

則群は専業主婦が多く，パートタイム，フルタイムが少ないこと，標準規則群はフルタイムが多

いことが示された．母親の BMIは，夜更かし規則群，不規則群は早寝規則群より高かった． 

以上のことから，夜更かし不規則群の母親の育児行動は子どもの夜型生活を促進するだけで

なく，母子の関係性の問題も生じさせやすいこと，簡便な食生活を営んでいることが明らかとな

った．また，それらの背景には社会経済的地位の低さも影響している可能性が示唆された． 

(2) 幼児の食と生活リズムの現状 

朝食・夕食における 5日間の摂食数は朝食 595食(98.35%)，夕食 603食(99.67%)であった．ま



ず，朝食・夕食の摂取時刻について，生活時刻群と平日休日の 4×2の分散分析を行ったとこ

ろ，朝食・夕食ともに生活時刻（朝食 F (3, 587) = 14.60, p <.001；夕食 F (3, 595) = 4.44, p 

< .01），平日・休日（朝食 F (1, 587) = 75.43, p < .001；夕食 F (3, 595) = 4.68, p < .05）の主効果

が有意であった．それらについての多重比較(Bonferroni)の結果，朝食・夕食の食事時刻はいず

れも夜更かし朝寝坊は他 3群より遅かったことに加えて，早寝規則群の食事時刻は朝食では標

準規則群よりも早く，夕食では標準不規則群よりも早かった．また平日・休日では朝食・夕食

の摂取時刻はいずれも休日の方が平日より遅かった． 

次に共食状況と生活時刻の χ2検定の結果，朝食のみ有意（χ 2(9, N = 595) = 37.89, p < .001）で

あった．残差分析の結果，早寝規則群はひとりが少なく家族全員が多いこと，夜更かし不規則

群ではひとりが多く，片親を含む家族の一部と家族全員が少ないことが示された． 

最後に摂取場所と生活時刻の χ2検定の結果，朝食( χ2 (6, N = 595) = 12.36, p < .10)，夕食( χ2 (6, 

N = 603) = 11.58, p < .10) いずれも有意傾向であった．残差分析の結果，夜更かし朝寝坊群は朝

食では車中での食事が多く，夕食では自宅が少なく、飲食店が多いことが示された． 

以上のことから，夜更かし朝寝坊群の 5日間の食事は他群と比べて摂取時刻が遅いだけでな

く，孤食がちであり，自宅外での食事が多いことが認められており，健康教育プログラム作成

の際に日常生活での食事状況の多様性を考慮する必要があることが示唆された． 

(3) 健康教育教材の作成と有効性の検討 

  (1),(2),(3)-1の調査結果より「けんこうニコニコカード」の教材一式を作成した（表，図）． 

 
ニコニコ教材の有効性と効果についての分析は，現在進行中である．現在のところ明らかにな

った点は，次のとおりである．まず，子どもがニコニコカードを使用した際に遊びを楽しんだの

は 94.4%，子どもがカード遊びを通して知識が得られたのは 85.1%，生活改善の際に子どもが意

欲的だったのは 88.9%，カード遊び・生活改善の際に母親が子どもとのやり取りを楽しめたのは

90.8%であることから，ニコニコ教材は就学前の 5歳児の母子の使用に有効であることが示唆さ

れた．また，効果について生活改善 3群（介入群 1・介入群 2・対照群）と調査時期（事前・事

後）の 3×2 の分散分析（被験者内・被験者間の混合）をおこなった．2 要因に交互作用が得ら

れ，かつ介入群 1かつまたは介入群 2に効果が得られた変数は次の通りである．日常生活につい

ては，休日起床時刻，休日起床時刻の規則性，休日朝食時刻，休日日中の睡眠頻度，子どもの食

事の手伝い，食前の手洗い，外出時の子どもの行動への配慮，考え・価値観については，朝食摂

取の重要性，共食の重要性，子どもの電子機器の使用についての親によるコントロールの重要性

などであった．以上のことから，現状では本教材による介入が子どもの生活時刻・食事・親子関

係に効果がみられたことが示唆される．今後は，さらなる詳細な分析をおこなう中で，本教材の

効果がみられた部分と改善が必要な部分を明確にし，幼児と親にとってよりよい教材ならびに使

用方法を提案し，より幅広いフィールドで活用できるようにしていきたい． 
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